
  

大連「金沢デー」 

 5月25日より開催された「中国大連ジャパンウィー

ク」中のイベントの一つ、「大連・金沢経済交流会」

に参加するため、24日～27日まで大連に行ってきま

した。大連へはこれまで何度か訪問していますが、こ

の時期はアカシアの白い花が咲き最も良い季節です。

25日午後、金沢市から山出保市長や市代表団、さらに

チャーター便のツアー客約120名が、大連市からは夏

徳仁市長をはじめ市関係者、大連工業大学の学生約

200名が参加し、「金沢デー」が盛大に催されまし

た。その後、同じホテル内で、ビジネス交流会が開か

れました。両市から企業経営者、大学関係者、市・行

政担当者など約100名が参加し、まず、金沢市から食

品、建築、環境の三分野の代表者によるプレゼンが行

われました。私は環境部門を代表してプレゼンいたし

ました。 

 

環境ビジネス 

まずはプロジェクターに会宝産業の自動車リサイク

ル工場風景を写し、エンジンの保管倉庫では一台一台

バーコードシステムで管理され、現在世界58か国に輸

出していることを説明しました。 

次に、自動車産業における、部品の製造、組み立

て・加工、新車製造までのメーカーの工程は、人間の

身体に例えれば動脈で、使用済み自動車のリユース、

リサイクル、適正処理の工程は静脈であること。20世

紀は静脈産業が十分に整備されていなかったので、ゴ

ミ問題などの環境

問題が起きた。中

国の自動車産業は

現在急速な勢い発

展しているが、日

本などの教訓に学

び静脈産業を同時

に立ち上げれば、

資源循環型の産業を構築することが出来るのではない

かと提言。 

21世紀の自動車産業は世界中どこでも環境と資源

の制約を受けるため、動脈産業と静脈産業の循環がな

くては成り立たない。日本の自動車静脈産業は世界で

最先端技術を持っている。この技術をより広範に伝え

たるため、IREC/国際リサイクル教育センターを4月

に完成させた。ここで自動車リサイクル技能士の資格

認定を行う予定としている。 

最後に、地球の写真を写しながら、「この写真は宇

宙から地球の全体が撮影された唯一のものです。アフ

リカ大陸から南極、インド洋、大西洋がはっきりと

映っています。海は生命の源ですが、宇宙の中で地球

ほどの水惑星はありません。この美しい星を、次の世

代、さらに未来に残すために“地球環境を良くする”

という共通の目的を持って立ち上がるときです。ぜひ

我々とともに地域密着循環型社会を造り、地球全土に

広げることにより、豊かな地球を未来に残しましょ

う。謝謝」で締めました。 
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皆さんこんにちは。大森です。 

 部品のお問い合わせの中でも特に多

いのがタイヤとホイールです。タイヤ

サイズも車種別はもちろん、同じ車種

でもサイズが異なってくるということ

をご存知ですか？ 

 例えば２ WD と４ WD でタイヤの

純正サイズが違っていたり、同じ車種

でも年式でタイヤが入らなかったり

と、こんなこともたまにあります。 

 タイヤの側面に表示してある数字、

皆さん見たことありますか？例えばサ

イズが 175/65/14 の場合、175 タ

イヤ幅（ミリ）、65 扁平率（タイヤ幅

に対してのタイヤの高さ％）14（ホ

イールリム径）と表示されているわけ

です。最近では社外ホイール等でのイ

ンチアップ（外径は変えずホイールの

サイズを大きくする）が流行していま

す。  

 タイヤのお問い合わせに際しまし

ては、お車の詳細から適正サイズを割

り出すことも出来ますが、是非、タイ

ヤ側面の『数字』をご覧になってみて

ください。その方が間違いなく正確な

サイズのタイヤを納品することが可

能になります。よろしくお願いいたし

ます。 

タイヤ 

タイルの目地をきれいにしたい 

 一つは、今あるタイルを壊さず、そ

の上にタイルやパネルを貼ってリ

フォームする方法。人体に無害な半永

久抗菌タイプを選び、パネルは大きな

ものにすれば、目地自体が少なくなる

のでお掃除の手間も省けます。 

 もっと簡単なリフォームとしては、

目地の上に吸水率のほとんどない目

地材を塗り込む方法があります。汚れ

が目地に染み込まないのでカビの心

配が減るでしょう。目地ゴテでしっか

り押さえて表面をなめらかにするこ

とで、より性能を引き出すことができ

ます。 

 リフォームの際、浴室に温風乾燥機

をつけるのもおすすめです。浴室を常

に乾燥させておくことでカビができ

ずらくなり、梅雨時には洗濯物の乾燥

にも役立ちます。 
07年4月の車両処理実績 

フロ

ンガ

ス 

破壊 Kg 432 

再利用 Kg  

エアバッグ 個 570 

廃オイル ﾘｯﾄﾙ 9,150 

LLC ﾘｯﾄﾙ 4,800 

入庫

台数 

一般 台 1,388 

投棄 台  

処理台数 台 1,500 

廃車ガラ量 ﾄﾝ 791 

会宝産業株式会社 金沢市東蚊爪町1-25 

部品課TEL 076-237-5138 

   FAX 076-237-6090 

   E-mail kokunai@kaiho.co.jp   

車両課TEL 076-237-5133 

   FAX 076-237-1950  

         E-mail   info@kaiho.co.jp 

営業時間/8：30-18：30 日・祝日休業 

http://www.kaiho.co.jp 



 最近、黒柳徹子さんがきれいになったと思いません

か？ 田中宥久子（ゆくこ）さんの「造顔マッサージ」

をするようになってからだそうです。リンパマッサー

ジに独自の方法を組み合わせた「造顔マッサージ」は

“10 年前の顔になる”というキャッチフレーズで、今

や女性だけでなく男性からも絶大に支持されおり、ノ

ウハウ本を買おうにも売り切れ続出のようです。 

 顔のたるみ予防にはリンパマッサージが効果的な

のはご存知でしょう。リンパの流れをよくすることで

余分な水分や老廃物が体外に排出され、たるみが解消

されます。小顔効果も期待できるんですよ。 

「造顔マッサージ」は 1 回 3 ～ 5 分ですが、それでも

「毎日マッサージする時間がない！」という忙しい方

にはとっておきの方法があります。それは「おしゃべ

り」。仲良しさんと一緒に楽しい話をいっぱいして大

笑いしてみましょう。これだけでも顔の筋肉が鍛えら

れてたるみ予防になりますし、表情もいきいきとして

きますよ。ストレス解消にももってこいですね。 

～梅雨の晴れ間に梅の実を干す～ 

から 

まで 

お顔のたるみ、解消しましょう 

おからだの 
お手入れ ～ ～ 

 梅や桜は終わっているのに、どうして「梅雨」と

言うのでしょうか？ 一般的には「ちょうど梅の

実が熟す頃だから」と言われていますが「露（つ

ゆ）」から連想したとする説や、「梅」の「毎」が“毎

日のように続く”を意味するので、雨が降り続くこ

とを示しているという説もありま

す。さらに、中国ではもともと“黴

（カビ）のはえやすい時期の雨”とい

う意味で「黴雨（バイウ）」と書いた

そうですが、「カビの雨」では語感が悪

いので「梅雨」に改めたという説もあ

ります。語源はあまりハッキリしてい

ないようですね。ちなみに、梅雨は東

アジア特有の雨期で、中国では「梅雨

（メイユー）」、韓国では「長霖（チャ

ンマ）」と呼ぶそうです。  

 ところで、「五月雨（さみだれ）」と

いう言葉がありますね。５月に降る雨のことだと

思いきや、実は梅雨時の長雨のこと。同様に、「五

月晴れ（さつきばれ）」とは５月頃のよく晴れた天

気のことですが、もとは梅雨の晴れ間を言ったそ

うです。旧暦とのずれからくるのでしょうね。 

 梅雨時は高温多湿になるので食中

毒が心配ですね。抗菌・防腐作用のあ

る食品としては梅干しがよく知られ

ており、疲労回復にも役立ちます。実

際、梅雨時期には梅の消費量が増える

ようです。 

 実は、梅雨の晴れ間に梅の実を干

すと、とてもおいしい梅干しになるそ

うです。不思議なもので天日干しに

すると実が柔らかくなり、１年後に

は熟成がすすんで味も香りもまろ

やかになっているのだとか！ 

お

い
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い 梅
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お
掃
除
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の
重
曹
パ

ワ
ー
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
重
曹
は

消
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や
洗
浄
、
研
磨
作
用
な
ど
が
特
徴
で

す
が
、
保
湿
効
果
も
高
い
こ
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を
ご
存
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で
し
ょ
う
か
。
重
曹
は
入
浴
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も
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る
ん
で
す
よ
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約
２
０
０
リ
ッ
ト
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の
お
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対
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２
分
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１
カ
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重
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て
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し
ま
す
。
重
曹
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洗
浄
力
が
体
の
汚
れ
や

汗
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落
と
し
、
同
時
に
お
風
呂
の
汚
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も

取
り
去
っ
て
く
れ
る
そ
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す
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
夏
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に
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け
て
は
体
臭
が
気
に
な

り
ま
す
が
、
重
曹
の
消
臭
効
果
に
期
待
で

き
そ
う
で
す
ね
。 

 

入
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後
は
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ポ
ン
ジ
で
浴
槽
を
こ
す
っ

て
お
け
ば
お
風
呂
掃
除
も
簡
単
ら
く
ら

く
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入
浴
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お
風
呂
洗
い
洗
剤
の
節
約

に
も
な
る
し
、
や
っ
ぱ
り
重
曹
っ
て
す
ご

い
か
も
!? 

 

 紅茶のお好きな方も多いと思い

ますが、フルーツティーを味わった

ことはありますか？ 今月は初夏

に出回る夏みかんの紅茶の作り方

をご紹介しましょう。分量は１人分

です。レモンよりも渋みが少なく、甘い

香りと味が出ますよ。 

 用意するものは夏みかん１個（できれ

ば無農薬）、ティーカップと温めた

ティーポット、紅茶の葉です。まず夏み

かんを３ミリ幅ぐらいの輪切りにしま

す。それを扇型に４分の１に切り、カッ

プに１切れ入れます。次に１センチ角ぐ

らいに切った皮を２～３枚、少し絞って

ティーポットに入れます。茶葉を

ティースプーン小盛り２杯とわかし

たての熱湯をカップ２杯半分注

ぎます。４～５分蒸らしたら

カップに注ぎましょう。 

 紅茶はくだものと相性がよく、一緒

に入れることでよりおいしさが増し

ます。夏みかんのような旬のくだもの

で作ると味も香りも格別ですが、バナ

ナやリンゴなどでも手軽に楽しむこ

とができます。ポットに薄切りしたも

のを２～３枚と、カップの飾りに１～

２枚入れるくらいのほんの少しの量

で十分です。一度お試しくださいね。 

★おとめ座 ～乙女ってだあれ？～ 

 

お
と
め
座
は
、
初
夏
の
夜
空
を
彩
る

全
天
で
２
番
目
に
大
き
な
星
座
で
す
。 

 

 

さ
て
、
背
中
に
翼
を
持
つ
こ
の
《
乙

女
》
と
は
誰
で
し
ょ
う
。
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
有
名
な
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は
ギ
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シ
ャ
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話
の

ア
ス
ト
ラ
イ
ア
の
お
話
で
す
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し
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も
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く
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暮
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し
て
い
ま
し
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。
け
れ
ど
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は
、
時
と

と
も
に
残
酷
で
好
戦
的
に
な
っ
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い
く

人
間
を
次
第
に
嫌
う
よ
う
に
な
り
、
や

が
て
天
に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
神
の
中
で
た
だ
一
人
、「
い
つ
か

は
平
和
が
戻
る
だ
ろ
う
」
と
望
み

を
抱
い
て
残
っ
た
の
が
、
正
義
の

女
神
ア
ス
ト
ラ
イ
ア
で
し
た
。 

 
ア
ス
ト
ラ
イ
ア
は
ず
っ
と
人
間

を
見
守
り
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
悪

く
な
る
一
方
の
人
間
に
つ
い
に
は
失
望

し
て
、
そ
の
翼
を
広
げ
る
と
天
に
昇
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

 

重曹の入浴剤で清潔＆お掃除らくらく！ 

 

もっと紅茶を楽しもう  

～夏みかんティー～ 

おとめ座 

スピカ 
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